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けん弓点の高さヲけん弓角度および

けん弓量の愛化が静止時の役畜の四

肢の負重量に及ぽす影響について

　　　　　　　　　　　　　　盛　　政　　貞　　人

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和33年11月10日受理）

　　　I繕　　雷

　著者は，さきに，‘‘けん引点の高さ，けん引角度およびけん引量の変化が役畜の静姿勢に及ぼ

　　　　　　　　　　　（ユ）
す影響について”の研究を発表したが，本研究は，前者の実験が行われた翌日および翌々日に，，

同じ実験動物を用い，同様なけん引条件を与えて行つたもので，前者ではけん引条件の変化に

伴う，停立時の姿勢の変化を追究したものであるのに対し，後者では同じ条件下の前，後肢別

負重量ならびに四肢負重総量の変化の追究を試みた。そして，これらけん引条件，姿勢，なら

びに肢の負重量との三者の関係の検討を通じて，けん引理論の解明と，合理的なけん引方法お

よびけん引に適した役畜の体型の究明などに資せんとするものである。

　本報告では，．与えられた紙面の関係上から後者の実験研究の関係の報告にとどめ，両者の実

験成績の綜合的な検討は次回の報告において行いたいと思う。

　なお，本研究は，昭和30年，京都大学農学部において上坂章次教授の御指導の下に，加藤正

信助教授ならびに入谷明特別研究奨学生の御協力をいただいて実施したものであり，また，川島

良治助手，大学院学生の方々ならびに研究生の方々の御助力をいただいた。ここに深く感謝の意

を表したい。

　　皿材料およぴ方法

　実験動物には，‘‘けん引点の高さ，けん引角度およびけん引量の変化が役畜の静姿勢に及ぼす

影響について”行つた研究の実験に用いたものと同じ山羊2頭（実験開始直前の体重1号山羊

35．0kg，2号山羊46．5kg）を用い，その実験を行つた翌日および翌々日の2日問にわたつて実

施した。実験の要領は，まず，動物の前肢を1個の台秤上に，後肢を他の台秤上に載せて立た

せ，次いで，けん引点を胴引による，“き甲の高さ’’（以下A点と略称することがある）’‘き甲と

肩端との中問の高さ”（以下B点と略称することがある），‘‘肩端の高さ”（以下C点と略称する

ことがある）および‘‘胴下の高さ”（以下D点と略称することがある）の4種に変化させ，けん

引角度を水平，10◎．20。および30。の4種に変化させ，また，けん引量を体重の15％，25％および

35％の3種に変化させ，これらの組合せによつてできる48種のけん引をかけ，それぞれの場合に，

それに適応した姿勢とそれに伴つた肢の位置がきまつて安定した時を見はからつて，前肢が載

（1）盛政貞人（1956）；けん引点の高さ，けん引角度およびけん引量の変化が役畜の静姿勢に及ぼす影響に

　いて一島根大学論集（教育学）6号29～44
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つている秤の示す値と後肢が載つている秤の示す値とを同時に読みとつた。空身および鞍付の

み行つた（けん引はカ）けない）場合も同様な要領で測定した。以上の測定はそれぞれ5回宛行

い．その平均値を求めた。

　　皿　成績および考察

　実験方法の項で述べた48種の異なつた条件のけん引をかけた場合および空身の場合ならびに

図1．前肢負重量，後肢負重量およ
　　び四肢負重総量．（a．1号山羊）

註；（1）上段（細線）は四肢負重総量，申段
　　　（太線）は前肢負重量，下段（細線）は
　　　後肢負重量
　（2）上段，申段，下段の横線はそれぞれ
　　　鞍付のみ行つた場合の四肢負重総量
　　　前肢負重量，後駿負重量
　（3）…体重の15％，一〃25％，一〃35
　　　％のけん引量

図1前肢負重量，後肢負重量およ
　　び四肢負重総量（b．2号山羊）

註；各種の線の使用は（a．i号山羊）の場合
　　の図に同じ
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鞍付のみ行つた場合の前肢

負重量，後肢負重量ならび

に四肢負重総量（前二者の

和）を実験動物の個体別に

示すと表1および図1a，b

のようである。

　A．四肢負重総量

　表1および図1a，bに見

られるように，鞍付のみ行

つた場合の四肢負重総量は

1号山羊36．6kg，2号山羊

・47．9kgであつたが，けん引

をかけると，けん引角度が

水平である場合には，けん

引量およびけん引点が変つ

ても大差がないようであっ

たが，けん引に角度をつけ

た場合には一般に大きくな

つた。

　　1．一四肢負重総量に対

　　　するけん引角度の影一・

　　　響

　　　a．水平けん引の場

　　　　合

　実験の実施が，その所要

時問の関係から，2日間に

わたつたため，給餌，給水

などによる影響をできるだ

け少なくするように工夫し

ながらも，なお，；幾分それ
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表／ 前肢負重量，後肢負重量および四肢負重総量（単位kg）

　　　　けん引点
　　　　けん引角度
けん引量

体重の／5％

（実量5．25kg）

〃　　25

（8．75）

〃　　35

（12，25）

〃　　／5

（6．98）

〃　　25

（／／．63）

〃　　35

（16．28）

備　　　　考

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

水平

21，5

15，3

36．8

2／．1

て5，8

36．9

／9，8

／6，6

36．4

26，7

20．8
4ア．5

2ろ．9

23，8

47．7

22，8

23，7

46．5

10

23，2

14，7

37．9

2／．8

／6，6

38．4

20，7

／8，4

39．／

26，3

23，3

49．6

26，／

23，5

49．6

A

2421
25，8

50．0

・1卜1

23，／

15，6

38．7

21，9

17，5

39．4

2／．7

／8，2

39．9

28，3

21．ア

50．0

26，／

25，2

5／．5

25，2

25，6

50・8．

24，6

／5，2

39．8

24，9

／6，3

4／、2

24，4

／8，0

42．4

28，7

22，2

50．9

28，7

24，3

53．0

28，0

26，0

54．0

水平111

22，9
／4，0

36．9

2／．6

／5，0

36．6

2／．3

／5，／

36．4

28，3

20，2

48．三

26，9

2／．3

48．2

25，7

22，9

48．6

22，6

14．9

3715

22，7

15，3

38．0

22，5

／6，2

38．7

29．2

2012

49．4

28，9

2／．5

50．4

28．4

222
50．6

B C
・・i・1水平11；・・1・・

23，8　　25，0　　24，0　　25，5　　25，7　　26，5

14，7　　／4，6　　／2，7　　12，3　　／2，8　　／2，9

38，5　　39，6　　36，7　　37，8　　38，5　　39．4

23，0　　24，7　　23，6　　25，3　　26，／　　26，9

／6，4　　16’3　　／2，8　　／3，2　　／5，4　　／4．6

3914　　41，0　　36，4　　38，5　　39，5　　4／．5

23，6　　25，4　　22，9　　24，6　　26，1　　27，6

／7，／　　／6，8　　／3，0　　／3，9　　／5，8　　／4，7

40，7　　42，2　　35，9　　38．5　　’39，9　　42．3

30，23／．430．8’3／．032．4132，4

19－920．／／7川9・2／ア・81／8・7

50・／51・547・950・25／・215／・1

30，4　　3／．8　　3／．／　　3／．7

2／．3　20，5　　／6，8　　／8，7

5／．7　　52，3　　47，9　　50，4

30，2　　32，2　　29，3　　30．5

2282／．5／8，520，5
53，0　53．ア　　4ア．8　　5／．0

33，2　　34，0

17・9．／87

5／．／ヨ52．7

32，4　　33，7

／9，9　　2／．1

52．3154．8

けん引点は胴引による，Aはき甲の高さ．Bはき甲と肩端との申間の高さ，Cは肩端の
高さ、Dは胴下の高さ

’＼　　　けん引点
　　　　　けん引角度
　けん引量

体ヲ重の15％

（実量5－25kg）

〃　　25

（8．ア5）

〃　　35

（／2．25）

〃　　15

（6．98）

〃　　25

（／／．63）

〃　　35

（／6．28）

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

前肢

後肢

総量

水平

24，4

12，2

36．6

24，1

12，4

36．5

24，4
／2，0

36．4

3／．3

／6，9

48．2

3／．4

17，4

48．8

3／．2

17，0

48．2

／0

25，4

／2．4

3ア．8

25，9

12，3

38．2

26，1

12．ア

38．8

31，3

／8，0

49．3

3／．3

／8，6

49．9

32，1

18，4

50．5

D
！・・1・・

25，5
／3，0

38．5

26，4
／3，8

40．2

28，0

13，4

41．4

32，0
18，／

50．1

32，／

／9，6

5／．7

31，7

20，9

52．6

26，0

／3，7

39．7

26，8

／4，7

41．5

27，8
／4，5

42．3

33，0

18，7

51．7

3ろ．8

19，6

53．4

34，4

21，5

55．9

空

身

前肢

23．2

後肢

／2．0

総量

352

前肢

28．7

後肢

／7．9

総量

46．6

鞍

付

〃

23．4

〃

／3．2

〃

36．6

〃

29．7

〃

／8．2

〃

47．9

らの影響を受け，更に実験中の

排糞，排尿による影響なども加

わつているため，仔細な検討は

加えかねるが，水平けん引の場

合における四肢負重総量は，け

ん引量およびけん引点が変つて

も，鞍付のみ行つた場合の四肢

負重総量と大差がないようであ

ることは前述した通りである。

今，試みに鞍付のみ行つた場合

の1号山羊および2号山羊の四

肢負重総量をそれぞれ100とし

て水平けん引をかけた場合の四

肢負重総量の指数を求めると表

2のようで，水平けん引による

負荷が，四肢負重総量の増大あ
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表2 鞍付のみ行つた場合の四肢負重総量に対するけん引をかけた場合の四肢負重総量の指数

体重の　／号山羊
　　　　2号　山羊
／5％
　　　　平　　　均

。　　／号山羊
　　　2号　山羊
25
　　　平　　　均

　　　／号　山羊〃

　　　2号　山羊
35
　　　平　　　均

総　　平　　均

／00，5

99，2

99．9

／00，8

99．6

100．2

99．5

9ア．1

98．3

99．5

100．8

101．3

／01．1

／00．0

100．6

／00．3

99．5

／01．5

100．5

100，6

／00．3

／00．0

／00．2

99．5

／00，0

99．8

98，1

99，8

99．0

99，6

備　　　　　考

／00．0

　　　　鞍付のみを行つた場
／00．6

　　　　合の四肢負重総量，
／00．3

　　　　即ち／号山羊では

99，7　36，6kg，2号山羊で

／01．9　　は4ア．9kgをそれぞ

／00．8　れ／00とする

99．5

／00．6

100．／

100．4

るいは減少に及ぼす影響はあまり認められないようであつた。

　　　b．けん引に角度をつけた場合

　表1および図1a・bに見られるように，けん引角度が大きくなるにつれて四肢負重総量は大

きくなつた。今・けん引に角度をつけた場合の四肢負重総量が，水平けん引の場合の四肢負重

総量に対して大きくなる割合がけん引量のいくら

（一けん引に角度をつけた場合の等苧奇廿平けん引の場合の四肢負重総量）

にあたるか（以下これを’‘けん引量の四肢負重総量への転換率”と呼ぷ，或は単に，転換率と

略称。）を見ると表3および図2a他b，cのようでけん引角度10。の場合には総平均O．192，20。

の場合には0・314・30。の場合にはO・478となつた。個体別に見ると，それらの値は一般に1号山

羊の場合には2号山羊の場合よりやや大きくなつた。しかしこれらの値は，大体においてそれ

ぞれsin10o：O・174（小数第4位を4捨5入して第3位にとどめる。以下これにならう），sin20。

一〇・3在2およびsin30o＝0・500の値に近いといえよう。したがつて，水平けん引の場合の四肢負

重総量に対するけん引に角度をつけた場合の四肢負重総量の増大量（kg）は

　＝けん引量（kg）xけん引量の四肢負重総量への転換率

　　或は

　一大略，けん引量X　Sinκ　五はけん引角度

，と考えることができる。

　　2．四肢負重総量に対するけん引量の影響

　表ユおよび図1a・bに見られるように，けん引に角度をつけた場合には，けん引量が大きく

なるにつれて・四肢負重総量は大きくなつた。そしてこの増大量は水平けん引の場合に比べて

　けん引量X　Sinκ　”はけん引角度

に近いことは前の四肢負重総量に対するけん引角度の影響の項で述べた通りで，詳細に見れば
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表3 けん引量の四肢負重総量、の転換率

㌫箏慨，巧1弱平均朽，巧遣訪平均朽巧1弱

　　　／号山羊　0．21010．1ア／0．2200．2000．／／40，160．0／8810．！540．2100．2400．2／2

10．　2号山羊　0．30／0．／630．2150．2260．1290．1890．／230，／41．O．3300．2／50．／9ア

　　．平　　　　均　　0．2560．16702180．2130．1220．／750．／560．／510．2700．2280．205

　　　／号山羊　0．3620．2860．2860．3／10．3050．3200．35／0．3250．3430．3540．327

20　2号山羊　0．3580．3100．2640．31／0．2290．30／0．2700．2670．3300．2ア50．2ア6

　　　平’均○．3600．2980．2750．3110126ア0．3／10．3110．2％0．3370．3／50．302

　　　1号山羊0．5710．49／0．4900．5／70．5140．5030．4730．4970．5140．5830，522

ろ0　2号山羊014870．4560．46／0．4680．4300．3530．3130．3650．4580．4130，430

　　　平均0．5290．4ア40．4760．4930，472．0．4280．393043／0．4860．4980．476

鰐1㍊葦1一簑1：．；廿；：二：lllllll：二1㍍lllIlll1二1111二11廿；lf

均　平　均・・・…．・／・・．…1・．…1・．・・l1．・…．・…．・…．・…．…1．…

備　　　　　考
sin／0o＝0，／74，　　　sin20o＝0，342，　　　sin30o＝0．500

平均

0．221

0．247

0．234

0．341

0．294

0．3／8

0．540

0．434

0．48ア

0．367

0．325

0．346

㌻箏朽…乃D弱平均1ん1角∵1別1二

　　　／号山羊　0，229■0．／940．／％0．206　0．195　0．／9／0．／9／0．204
1。。。号山羊。．／。。1。．。。。10．／。10．／。／。．／。。。。。。0．／。。。．／。。

　　　平　均0．／。。0．／。。ll．／。。。．／。。。．／。。0．。1／。．／。。。．／。ア

　　　／号山羊　O．36204230．4080．398　0．344　0．3430．3460．343
20　2号山羊　O・2720124g○・2ア00．264　0．284　0．29ア0．2840，270

　　　平均、0．3／ア0．3360．3390．33／0．3140．3200．3／50，307

　　　／号山羊0．5900．5710．4820．548　0．525　0．5470．5370．492

30　2号山羊0．50／0．3％0．4730．457　0．43／　0．4690．4050，419

　　　平’均0．5460．4840．4780．5030．4780．5080．47／0．462

けん引　／号山羊一0．3940．3％0．3620．384　0．355　0．3600．3580，346

点別平　2号山羊　O．3／00．2470．2950．284　0．301　0．3320．2850，286

均平均0・3520・3220・32910・3340・3280・3460・3220・3／7

表3および図2b他a，cに示されているように，けん引量が大きい場合と小さい場合とでは“け

ん引量の四肢負重総量への転換率”のSmガ（けん引角度）の値に対する近似度は差異を示した。

すなわち，sin10Ω，sin20。およびsin30oの平均，sin20。の値はO．342であるのに対し，けん引量

が体重の15％の場合の“転換率”の総平均はO．346でやや大きく，25％の場合はO．322でやや小

さく，35％の場合は0，317で更に小さかつた。前の項で述べた‘‘転換率”についての個体差なら

びにここで述べた“転換率”についての影響などとして見られるものの生じた原因の一つとし

ては，けん引負荷に対する姿勢の適応により，けん角度に変化を生じたことによるものではな

いかということが考えられる。
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　　3．四肢負重総量に対す

　　　るけん引点の影響

　四肢負重総量に対するけん

引点の影響は表1および図1

a，bに見られるようである。

この影響は1号山羊ではあま

り認めらず2号山羊ではやや

認められるようであつた。

　‘‘けん引量の四肢負重総量

への転換率g’に対するけん引

点の影響は表3および図2c

他a，bに示したようである。

けん引点が‘‘き甲と肩端との

中問の高さ’’にある場合に他

の3点にある場合より，一般

に“転換率”が小さくなつた

ことが注目された。

　B　前肢負重量および前肢

　　負重率

　前肢負重量および後肢負重

量の絶対値をkgで示したも

のが表1および図1a，bであ

り，また，前肢負重量の四肢

負重総量に対する相対的な大

きさ，すなわち，前肢負重率

（％）

（一晶塞墨…）
を求めると表4および図’3a

～Cのようである。

これら表1，図1早，bならび

に表4・図3a～cに見られ亭

ように，鞍付のみ行つた場合

の前肢負重量は1号山羊234

kg・．2号山千29・7kg・前肢

負重率は前考63・9％・後者62
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表4　　前肢負重率（％）

A
水平い・12・1・・i平均

体重の

／5％

〃

25

〃

35

けん引

点別平

均

1号山羊
2号山羊
平　　均

58，4

56，2

57．3

／号山羊
2号山羊
平　　均

57，2

50，1

53，7

／号山羊
2号山羊
平　　均

54，4

49，0

51．7

／号山羊

2号山羊
平　　均

56，7

51，8

54．2

61，2

53，0
57．／

56，8

52，6

54．7

52，9

48，4

50．7

57，0

51，3

54．2

59，7

56，6

58．2

55，6

50，9

53．3

54，4

49，6

52．O

56，6

52，4

54．5

61，8

56，4
59．／

60，4

54，2

57．3

57，5

5／．9

54．7

59，9

54，2

57．0

60，3

55，6

57．9

57，5

52，0

54．7

54，8

49，7

52．3

57，5

52，4

55．0

一B

水平1／・1・・1・・

62，／

58，4

60．3

59，0

55，8

57．4

58，5

52，9

55．7

59，9

55．ア

57．8

60，3
59，／

59．7

59，7

57，3

58．5

58，／

56，1

57．／

59，4

57，5

58．4

61，8

60，3
6／．1

58，4

58，8

58．6

58，0

57，0

57．5

59，4

58ア
59．／

63，1

6／．0

62．1

60，2

60，8

60．5

60，2

60，0
60，／

61，2

60，6

60．9

平均

6／．8

59，7

60．8

59，3

58．2

588

58，7

56，5

57．6

60，0
58，／

59．0

C
水平11・i・1

65，4

64，3

64．9

64，8

64，9

64．9

638
61，3

62．6

64，7

63，5
64．／

6ア．5

61，8

64．7

65，7

62，9

64．3

63，9

59，8

61．9

65，7

6／．5

63．6

66，8

64，5

65．7

66．／

650
65．6

65，4

62，0

63．7

66，／

63，8

65．0

30

67，3

63，4

65．4

64，8

64，5
64．7、

65，2
6／．5

63．4

65，8

63，1

64．5

平均

66，8

63，5

65．1

65，4

64，3

64．8

64，6

61，2

62．9

65，6

63，0

64，3

備　　　考
空身：／号山羊65．9，

鞍付：1号山羊63I9，

2号山羊6／．6，

2号山羊62．0，

両者平均63．8
両者平均63．O

篶終水平I、。Il

体重の

／5％

〃

25

〃

35

けん引

角度別

平均

1号山羊
2号山羊
平　　均

66，7

64，9

65．8

／号山羊
2号山羊
平　　均

66，0

64，3

65．2

1号山羊
2号山．羊
平　　均

67，0

64，7

65．9

／号山羊
2号山羊
平　　均

66，6

64，6

65．6

6ア．2

63，5

65．4

67．8

627
65．3

67，3

63，6

65．5

67，4

63，3

65．4

66，2

63，9

65．1

65，7

62，1

63．9

67，6

60，3

64．0

66，5

62，1

64．3

30

65．5

638
64．7

64，6

63，3

64．0

65．7
ξ／・5

63．6

653
62，9
64．／

平均

66，4

64，0

65．2

66，0

63，1

64．6

66，9

62，5

64．7

66．4

632
648

けん引量

別平均

63，8

60，7

62．3

62，／

59．4

607

61，2

57，5

59．4

62，4

59．2．

60．8

けん引角度平均

水平■■・・

63，2
6／．0

62，1

61，8

58．8

603

60，9

57．0

590

62．0

589
60．5

64，／

59，4
6／．7

62，5

58，9

60．7

60，6

57，0

58．8

62，4

58，4

60．4

63，6

61，3

62．5

61，5

59，2

60．4

61，4

57，2

59．3

62，2

59，2

60．7

30

64，4

61，2

62．8

62，5

60，7

6／．6

62，2

58，7

60．5

63，0

60，2

61．6

0％，両者の平均630％であつたが，けん引をかけた場合には，総括的に言つて，前肢負重量

はけん引点の差異によつて大きく変化し，けん引点が‘‘き甲と肩端との中間の高さ”にある場

合には，大体において，鞍付のみ行つた場合の前肢負重量に近く，けん引点がそれより高い場

合には小さくなり，それより’低い場合には大きくなつた。けん引角度はけん引点ほど著しい関

係をもたなかつたが，けん引点が‘き甲と肩端との中間の高さ】’にある場合などでは，けん引

角度が少さい場合には前肢負重量は鞍付のみ行つた場合より小さくなり，けん引角度が大きい

場合には逆に大きくなつた。このような関係についてのけん引量の影響は小さかつた。

　前肢負重率は，後肢負重量の変化が関与してくるから，けん引をかけた場合に鞍付のみ行つ
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た場合に比べて値が増大あるいは減少する程度，あるいはその性質に多少の差異が認㌔められた。

前肢負重率はけん引をかけた場合，鞍付のみ行つた場合に比べて，けん引点が“き甲の高さ”

にある場合は勿論，‘‘き甲と肩端との中間の高さ”にある場合においても小さくなり，‘‘肩端の

高さ”にある場合および“胴下の高さ”にある場合には，逆に，大きくなつた。前肢負重量の

場合ならびに前肢負重率の場合とも多少個体差が見られた。

　　1一前肢負重量ならびに前肢負重率に対するけん引角度の影響

　　　a，前肢負重量に対する影響

　表1および図1a，bに見られるように，前肢負重量は，けん引角度が大きくなるにつれて，

若干の例外はあつたが一般に大きくなつた。

　　　も，前肢負重率に対する影響

　表4および図3a他b，cにも見られるように，総括的に言つて，前肢負重率はけん引角度が
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回3．前肢負童率批び（後肢負室幸）（久・主小帆柳紗影雛打）　　図3。前肢負重奉寿よび（彼肢負童幸）（4．出して州量喝響師す）

註：前肢負重率63．0％に相当する横線は鞍付のみ行つた場合の値を示す。



16

f 
- ~r 'J4 f - ' i~'~~~ " !l - 2~J~f'd~_ -- l j f' l ' / !!1 ~¥ / I , 

,¥ l ~¥ ¥ 
/
 
/
 
/
 
/
 
f
l
 
l
 
!
(
 

l
'
i
 
l
i
 
i
!
 
,
'
!
 
'
i
 
'
 
,
,
'
 
!
 
'
 
,
,
 
i
 
,
 
/
 
/
 
'
 
/
 
/
 
/
 

i
l
 
'
l
 
,
,
 
i
!
 
'
 
'
l
 
,
'
i
l
 
,
,
,
,
!
/
 
f
 
i
 
'
 
'
 
i
 
!
 
i
 
!
 
i
 
!
 
i
 
J
 

!
/
/
 
¥
 
i
i
 
"
'
/
 
y
l
 
/
1
'
 
,
!
 
'
 
,
'
 
!
 
,
'
 
i
 
'
 
i
 
i
 
i
 

"
I
 
'
/
/
'
 
"
!
i
;
i
v
 
l
'
 
i
 
i
 
i
 
i
 

J
 

f
l
 
'
l
 
l
i
 
,
 
'
i
 
!
 
/
/
'
 
'
/
 
'
'
 
'
l
 
,
 
,
l
 
l
l
 
!
 
'
 
i
 
/
 
i
 
i
 
!
 
i
 
!
 

~
5
 
(
3
~
 
g
 
O
 
(
~
0
 
S
 
5
 
(
+
~
 
'
/
.
'
/
-
C
'
 
{
5
Q
 
~
5
 
(
3
*
･
 
1
 
e
 
O
 
(
'
i
･
O
 
S
 
5
 
(
,
~
S
 
'
/
.
'
/
-
5
 
O
 
(
 
9
0
:
 

--- 4;:~~~() 15/' ' - ' R'b-- " 2s , i ,r¥'-.d f . r~ '1 ¥ flrl i / ,"!~ 

J
¥
.
.
 
¥
 
f
 
i
¥
 
¥
 
'
l
 

r
~
~
 
l
r
 
,
,
 
.
7
 
'
i
 

"
!
 
I
i
 
!
!
 
!
 
"
i
i
!
 
"
'
 
i
 
i
 
,
'
 
i
 
"
'
 
!
'
 
/
 
l
!
 
/
 
/
 
/
 
/
 
/
 

,
'
!
 
j
 
l
l
 
/
 
l
i
 
j
 
,
"
'
!
 
!
 
"
 
I
 
!
 
'
 
/
 
/
 
/
 
!
 
!
 
!
 

,
l
 
,
 
'
 
i
i
 
l
 
!
i
 
'
*
'
 
i
'
 
"
 
!
 
"
 
i
!
 
"
 
!
 
f
 
'
!
 
l
i
 
!
 
,
,
,
!
 
l
 
l
'
 
'
i
 
/
 
j
 

f
l
l
 
'
l
 
l
l
 
,
f
 
f
 
/
 
'
l
 
J
l
 
/
 
/
 
/
 

l
!
 
l
i
 
l
!
!
 
/
 
l
 
!
!
 
f
 
i
i
!
 
f
'
 
/
 
'
 
f
 
/
 
/
 
/
 
/
 
/
 
l
i
 
i
 

A C 6 D A c 8 r) A C B D C l 8 I) 

A8CD ~
,
 
7
C
 
;
~
~
 

o' 20 ~vo l~2_d.?Oi~~~;~ 

田3．糸肢負重率村〆（彼肢躯幸）（1・主州んl1細勘雛耐）

ら5（ヨ5）

らO（冷O）

∬（塘）

5滅

大きく一なるにつれて，けん引点が最も低く

　‘‘胴下の高さ’’にある場合には小さくなり，

それより高い他の3点にある場合には大きく

なつた。但し，後者の場合において，けん引

角度が水平の場合に10。の場合より，かえつ

て，大きく，30◎の場合に20oの場合より小さ

くなる特殊な傾向も見られた。

　けん引角度別に個体別の前肢負重率をまと

めた場合，図3aに見られるように，1号山

羊の前肢負重率は2号山羊の前肢負重率に比

べて，全般的にその値が大きかつたが，その

、拳はけん引点が‘‘き甲と肩端との中問の高さ”

にあつて，けん引角度が20。および30◎の場

合に最も小であつた。

　　2　前肢負重量ならびに前肢負重率に対

するけん引量の影響

　　　a，前肢負重量に対する影響

　表1および図1a，bに見られるように，前

肢負重量に対するけん引量の影響は，けん引

点が中間の高さ（B点，C点）にある場合に

はあまり明瞭でなかつたが，けん引点が最も

高い（A点）の場合および最も低い（D点）

場合にはやや明瞭で，前者の場合には，けん引

量が小さい場合に前肢負重量が大きくなり，

後者の場合には，逆に，けん引量が大きい場合に前肢負重量が大きくなつたことが注目された。

　　　b，前肢負重率に対する影響

　表4および図3b他a，cにも見られるように，前肢負重率は，一般にけん引量が大きくなる

につれて小さくなつた。そして，その度合はづけん引点が最も高い（A点）場合に最も大で，け

ん引点が低くなるにつれて小となり，けん引点が最も低い（D点）場合には最も小となり，けん

引角度が小さい場合などにはかえつて逆の傾向を示した。

　けん引量別・個体別に前肢負重率をまとめた場合，図3bに見られるように，1号山羊の前肢

負重率は2号山羊の前肢負重率に比べて，全般的にその値が大きかつたが・その差はけん引点

がB点にある場合およびC点にある場合のけん引量25％の場合に最も小であつた。

　　3　前肢負重量ならびに前肢負重率に対するけん引点の影響

　　　a，前肢負重量に対する影響
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　表1および図1a，bに見られるように，前肢負重量は，けん引点が低くなるにつれて大きく

なつた。しかし，その度合はけん引点がC点より最も低いD点に変る際には小となつた。こと

に，1号山羊において，けん引量15％のけん引角度が大きい場合には，かえつて，小となつた。

　けん引点が低くなるにつれて前肢負重量が大きくなる度合は1号山羊より2号山羊が大であ

つた。

　　　b，前肢負重率に対する影響

　表4および図3c他a，bに見られるように，前肢負重率は，総括的に言つて，けん引点が低

くなるにつれて大きくなつたが，その度合は，けん引点がA点よりB点に変る場合，B点より

C点に変る場合には大であつたがC点よりD点に変る場合には小となつた。ことに，C点より

D点に変る場合には，けん引角度が大きい場合などには，逆に，四肢負重率は小さくなる傾向

が見られた。

　けん引点別・個体別に前肢負重率をまとめた場合も，図3Cに見られるように，1号山羊の

前肢負重率が2号山羊の前肢負重率に比べて，全般的にその値が大きかつたが，その差はけん引

角度が20◎および30。の場合のけん引点がともにB点にある場合に最も小であつた。

　C　後肢負重量および後肢負重率

　表1および図1a，bに見られるように，鞍付のみ行つた場合の後肢負重量は　1号山羊132

kg，2号山羊182kgであつたが，けん引をかりた場合には，総括的に言つて，後肢負重量はけ

ん引点が低く，C点あるいはD点にある場合のけん引角度あるいはけん引量が小さい場合の他

は，一般に大きくなつた。

　　1　後肢負重量ならびに後肢負重率に対するけん引角度の影響

　　　a，後肢負重量に対する影響

　表1および図1a，bに見られるように，総括的に言つて，後肢負重量は，けん引角度が大き

くなるにつれて大きくなつたが，けん引点がA，B，Cの3点にある場合には，けん引角度が

大きくなるにつれて前肢負重量が大きくなつた度合よりは小さく，かえつて，逆に，後肢負重

量が小さくなる場合もあつた。これに反し，けん引点が最も低いD点にある場合には，比較的

整然と大きくなつた。

　　　b，後肢負重率に対する影響

後頗重率（・）（一畿窯蒜…）は特に表を掲げなかづたが・…に対

する前肢負重率の補数（100％一前肢負重率：後肢負重率）にあたる。したがつて，後肢負重率

に対するけん引の影響は一般に前肢負重率に対するけん弓．1の影響の逆になる。

　後肢負重率に対するけん引角度の影響は図3a他b，cに見られるように；前肢負重率に対す

るけん引角度の逆なので，記述を省略する。

　　2，後肢負重量ならびに後肢負重率に対するけん引量の影響

　　　a，後肢負重量に対する影響

表1および図1a，bに見られるように，後肢負重量は，けん引量が大きくなるにつれて，け
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ん引点が高い場合には著しく大きくなつたが，けん引点が低くなるにつれてその度合が小とな

り，けん引点が最も低く，D点にある場合には後肢負重量に対するけん引量の影響の差異があ

まり明かでなかつた。

　　　b，後肢負重率に対する影響

　図3b他a，cに見られるように，後肢負重率に対するけん引量の影響は，前肢負重率に対す

るけん引量の影響の逆である。

　　3．後肢負重量ならびに後負重率に対するけん引点の影響

　　　a，後肢負重量に対する影響

　表1および図1a，bに見られるように，後肢負重量は，けん引点が最も高く，A点にある場

合に最も大きく，けん引点が低くなるにつれて小さくなつた。しかし，けん引点がC点にある

場合とD点にある場合との間の差異は明かでなかつた。

　　　b，後肢負重率に対する影響

　図3c他a，1bに見られるように，後肢負重率に対するけん引点の影響は，前肢負量率に対す

るけん引点の影響の逆である。

　　　w　摘　　．要

　山羊を用い，前肢を一個の台秤上に・後肢を他の台秤上に載せて立たせ・次いで・けん引卓を

胴引による‘‘き甲の高ざ”，‘‘き甲と肩端との中問の高さ”，一‘肩端の高さ’’および‘‘胴下の高さ’’

に変化させ，けん引角度を水平，∬，20。および30。に変化させ，また，けん引量を体重のユ5

％，25％および35％に変化させたけん引をかけて，それぞれの場合に，それに適応した姿勢と，

それに伴つた肢の位置がきまつて安定した時を見はからつて前肢負重量および後肢負重量の測

定を行い，これらけん引条件の差異が四肢の負重に及ぼす影響を研究した。

　111，前肢負重量と後肢負重量との和，四肢負重総量は，水平けん引の場合には，けん引量お

よびけん引点が変つても，大体において，鞍付のみ行つた場合と変りがなかつた。けん引に角

度をつけた場合には・四膜早重総量は水平けん引の場合に比べて大きくなつた・その増大量は

けん引角度が大きくなるにつれて，また，けん引量が大きくなるにつれて大きくなつた、著者

は，ここで，

（けん引に角度をつけた場合の四腎警I守平けん引の場合の四肢負重総量）ポけ

ん引量の四肢負重総量への転換率”と呼んだが，この‘‘けん引量の四肢負重総量への転換率’’の

総平均は，けん引角度10。の場合O．192，20◎の場合O．314，30。の場合O．478であつた。これらは

それぞれsin　lO◎＝O．174，sin20◎二0，342およびsin30o＝O．500の値に近いといえよう。し

たがつて，水平けん引の場合の四肢負重総量に対するけん引に角度をつけた場合の四肢負重総量

の増大量（kg）は

　＝けん引量（kg）×けん引量の四肢負重総量への転換率

　　或は
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　＝大略，けん引量X　sinκ　　κはけん引角度

と考えることができる。

　121前肢負重量ならびに後肢負重量は，けん引に角度をつけた場合はもちろん，四肢負重総

量が変らない水平けん引の場合においても変化した。これら前肢負重量および後肢負重量は，

けん引点の高さに大きく影響され，けん引点が高い場合には前肢負重量は小さく，後肢負重量は

大きくなつた。これは前肢負重量の一部が後肢負重量に移ることによると思われるが，けん引

に角度をつけた場合には，けん引量の四肢負重総量への転換が加わるので，鞍付のみ行つた場

合に対して前肢負重量は，総肢負重量が大きくなつた程には小さくならなかつた。これに反し

て，後肢負重量は著しく大きくなつた。けん引点が低くなるにつれて前肢負重量は大きく，後

肢負重量は小さくなり，けん引点が最も低い場合では鞍付のみ行つた場合に対して，前肢負重

量は明かに大きくなり，後肢負重量はあまり変らない値となつた。しかし，けん引点が‘‘肩端の

高さ”にある場合と“胴下の高さ，にある場合との間では，後肢負重量にあまり明らかな差異が

認められなかつた。

　けん引角度が大きくなるにつれて，総括的に言つて，前肢負重量も後肢負重量も一般に大き

くなつたが，その度合はけん引点が最も低く“胴下の高さ”にある場合のほかは，前肢負量の

場合が後肢負重量の場合より大であつた。

　けん引量が大きくなるにつれて，前肢負重量は，りん引点が最も高く‘き甲の高さ”にある

場合には小さくなり，けん引点が最も低く“胴下の高さ”にある場合には，逆に大きくなる傾

向がみられた。後肢負重量は，けん引量が大きくなるにつれて，けん引点が最も高い場合には

著しく大きくなり，けん引点が低くなるにつれて，その度合が小となるた、

1・〕・前肢負重率（・）（晶窪重姦・…）はけん引点の高さに大き／影響され，鞍付

のみ行つた場合に比べて・けん引点が‘‘き甲の芦さ”にある場合および‘‘き甲と肩端との中間

の高さ”1とある場合には著しく小さくなり，その両けん引点の間の前肢負重率の差も大きかつ

たが，けん引点が“肩端の高さ”および‘I胴下の高さ”にある場合には，大体に，鞍付のみ行

つた場合に比べて大きくなつた。・この際の両けん引点の間の前肢負重率の差は小さかつた。．

これはけん引角度が大きくなるにつれて，一般にけん引点が最も低く‘胴下の高さ’’にある場

合には小さくなり，けん引点が他の3ヵ所にある場合には大きくなつたが，けん角度が水平の

場合に∬の場合より，かえつて，大き．く，30◎の場合に20。の場合より小さくなる特殊な傾向

も見られた。

　けん引量が大きくなるにつれて，前肢負重率は一般に小さくなつたが，その度合はけん引点

が最も高い場合に最も大で，けん引点が低くなるにつれてその度合は小となり，けん引点が最

も低く“胴下の高さ”にある場合のけん引角度が小さい場合なとには，かえつて小さくなつた。

（！）後肢負重率（・）（念驚器・…）は…に対する前肢負重率の補数（・…

一前肢負重率＝後技負重率）にあたるので，後肢負重率に対するけん引点，けん角度およびけ

ん引量などの影響は，前肢負重率に対するそれらの影響の逆である。


